
ヒノキの トックリ病に関する研究

第 2 報  被 害 木 の 葉 に 含 ま れ る 無 機 成 分 に つ い て

高 橋 成 直

信州大学農学部 森林化学研究室

Ⅰ 緒 言

樹葉を分析し,それに含有されているいろいろな栄養物質の含有量や,物質相互の比率な

どを調らべることが林木の栄養診断,林地土壌の診断などの両において有力な手段の一つに

なることは,すでに多くの研究結果から明らかにされており,これらの分野における研究は

現在も盛んに行なわれている｡しかし,ヒノキの トツクリ病の病因追究という立場から本病

被害木に対して葉分析が適用された例は見当らない｡

そこで本実験においては,前掲 (第 1報)と同様,本病被害木の実態を明らかにし,その

基礎的研究資料を得る目的で被害木および健全木に対し葉分析を行なった｡そして両者の菓

内含有成分の量およびそれらの時期的変動などについて比較検討を行なったので,その結果

を幸昆告する｡

本研究を行なうに当たり,懇切なる御指導を賜わり,かつ本稿校閲の労を執られた本学部,

中村健教授に対し,また分析試料採寂に当たり,種々御便宜をはかつていただいた辰野良秋

教授に対して深甚なる謝意を表する｡

Ⅱ 実 験 方 法

A 実験材料

信州大学農学部構内試験林に生育している樹齢およそ40年のヒノキ植栽木から, トツクリ

病被害木および健全木をおのおの3本ずつ試験木に選定し,1963年1月から同年12月まで毎

月中旬に各試験木の頂梢付近から当年生薬を採葉して分析試料とした0

B 分析方法

分析試料は水洗したのち風乾し,550-60oCで24時間乾燥し,粉砕したのち次の方法で窒

秦,燐,カリ,カルシウム,マグネシウムの分析を行なった｡

N･-･･ケルダール法

p--･モリブデンブルーによる比色法

Ⅹ--Flamephotometer法

Ca--E.D.T.A法

Mg･･････ JV
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Ⅱ 実 験 結 果

A 葉内要素含有率および要素比

前記の方法で分析 した月別菓内要素含有率な らびに要素比は第 1表に示す とお りである｡

第 1表 試験木の葉内要素含有率および要素比 (対乾物)
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披富木平均 11.56 0.112 0.63 0.59 0.15 114.36 2.55 5.67
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健全木平均 1.21 0.182 0.55 0.60 0.20 6.75 2.30 3.03

各試験木の葉内要素含有率の年平均について両グループを比較すると,特に全窒素および

燐の含有率にいちぢるしい差が認められる｡すなわち,被害木は健全木にくらべ全窒素含有

率が高く,反対に燐の含有率は低い傾向を示している｡また,カリ串よびマグネシウムの含

有率にはそれ程顕著な差は認められないが,被害木は健全木にくらべてカリの含有率におい

てやや高く,マグネシウムの含有率においてやや低い傾向を示している｡カルシウムの含有

率については各試験木の含有率のばらつきが大きいために特別の傾向を認めることが出来な

かった｡
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一方要素比を特に三要素について検討してみた結果, N/P,K/P ともに被害木の方が健

全木よりも大きな値を示しており,特に N/Pは2倍以上の値を示している｡N/Kは二,≡

の例外をのぞいて両者の間に特別な差は認められなかった｡

B 薫内要素含有率の月別変動

莫内要素含有率の月別変動を示すと第 1図-第 9図のようになる｡

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
採葉月(1963)

第1回 柔内全N含有率の月別変動 (被富木および健全木)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

第 2回 菜内p含有率の月別変動 (被害木)

11 12
採葉月(1963)
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第 3国 禁内p含有率の月別変動 (障仝木)

11 12
8*J](1963)

1 2 3 4 5 6 7● 8 9 10

第 4回 葉内K含有率の月別変動 (被害木)

11 12
採集月(1963)
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

第 5図 柔内K含有率の月別変動 (睡全木)

11 12
採乗月(1963)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

第 6団 栗内Ca含有率の月別変動 (被害木)

11 12
採葉月(1963)
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第7回 案内Ca含有率の月別変動 (姥全木)

11 12
##fl(1963)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

第8回 栗内Mg含有率の月別変動 (被害木)

79

11 12
抹葉月(1963)-

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

第9国 禁内 Mg含有率の月別変動 (健全木)

11 12
採菜月(1963)
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a 全窒素の月別変動

第 1図に示すように被害木は生育が旺盛な時期である5月-6月に葉内金窒素含有率が急

激に低下する｡そしてその時期を過ぎると上昇をはじめて,夏期高温期の7月に最高に達す

る｡これに対して健全木は5月～6月における全窒素含有率の急激な低下は特に認められな

い｡

b 燐の月別変動

第 2図,第 3図に示すように被害木は全窒素含有率の変動とほぼ同様な傾向を示し,生育

旺盛な5月～6月に一様に葉内の燐含有率が急激に低下している｡これに対 して健全木は含

有率の変動が大きいため傾向をつかみにくいが,5月～6月における燐含有率の急激な低下

は特に認められない｡

C カリの月別変動

第 4図,第 5図に示すように被害木,健全木ともに生育が旺盛な5月～6月に嚢内のカリ

含有率が一様に低下しているOこの傾向は被害木において特に拓著にあらわれている.それ

以後カリ含有率は上昇をはじめ,7月～8月以降は大体安定した数値を示している｡このよ

うにカリ含有率の変動は,両グループとも5月～6月における傾向がほぼ同様な経過を示し

ており,その時期における全窒素および燐含有率の変動について両グループを比較した場合

とは異った結果を示している｡

d カルシウムの月別変動

第6図,第 7図に示すように,両グループとも錆著な変動はみられないが,春期から夏期

にかけて,菓内カルシウム含有率はやや低 くなる傾向がある｡

e マグネシウムの月別変動

第 8図,第 9図に示すように,両グループとも大きな変動は認められない.

Ⅳ 考 察

第 1表によって明らかなように,被害木と健全木との間には菓内要素含有率ならびに要素

比にかなり大きな差異があることが認められた｡すなわち,被害木は健全木に比較して葉成

分中,特に全窒素含有率が高く,反対に燐の含有率が低いことが明らかである｡この結果,

要素比にもいちぢるしい差があらわれてN/P,K/Pなどの数値に大きな開きが認められ特に

N/Pは被害木の方が健全木に比較して2倍以上の大きな値を示した｡カリ,カルシウム,マグ

ネシウムなどの含有率は全窒素および燐にあらわれた程錆著な差が両者の間に認められなか

った｡このことは,被害木における葉内全窒素および燐含有率が健全木と比較 した場合非常

にアンバランスであることを示していることに他ならない｡また仝窒素および燐の月別変動

をみると,本試験地周辺におけるヒノキの肥大生長が最も旺盛な時期である5月～6月にお

いて被害木は特に葉内全窒素および燐含有率がいちぢるしく低下する｡これ らのことから考

えて,この時期における被害木の養分吸収枚構と異常肥大との間には何等かの関係があるよ

うに思われる｡しかし樹菓成分は,立地条件,樹葉の着生部位,気候,栄養状態などによっ

ていちぢるしく変化 し,それに伴って分析値にもかなり大きな違いがあらわれるものである

から本実験においては条件の許す範囲で出来るだけこれらのことを吟味して試験木を選定し,

採集したのであるが分析結果に或る程度これら諸因子の影響がはいって来るのはやむを得な

い｡したがって本実験において得られた全窒素および燐含有率のアンバランスならびにN/P,
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K/Pなど要素比の数値の違いが,そのまま被害樹葉の特徴であるとは一概に断言することは

出来 ないが今後の実験の指針にはなり得ると考える｡

本試験地付近の土壌は火山灰質の Bld型土嚢であって,A層が比較的厚 く,燐酸吸収力が

いちぢるしく高い性質をもっている｡また被害木は健全木に比較すると,どちらかと云えば

疎開 した受光量の多い場所に生育している事などの立地条件の或る程度の相異についても検

討を加えなければならない｡これらのことについては今後さらに実験を継続する予定である｡

Ⅴ 摘 要

1 ヒノキの トックリ病被害木および健全木の樹葉成分を調らべて両者を比較した｡

2 信州大学農学部構内試験林に生育している樹齢およそ40年のヒノキ植栽木のなかから,

被害木および健全木を3本ずつ選定し試験木とした｡

3 1963年 1月から同年12月まで毎月 1回ずつ各試験木の頂稽付近から採葉し分析試料と

した ｡

実験の結果は次のとおりである｡

a 被害木は健全木に比較して,葉内全窒素含有率が高く,反対に燐含有率は低い傾向を

示 した｡またカリ,カルシウム,マグネシウム含有率は両者の間に特に大きな差は認められ

なかった｡

b 葉内養分含有率の月別変動については,被害木は5月～6月に葉内全窒素および燐含

有率が急激に低下する｡このような傾向は健全木には認められなかった｡また葉内カリ含有

率は被害木,健全木とも5月～6月に一様に低下する.カルシウムおよびマグネシウム含有

率は,両者とも目立った変動を示さなかった｡

C 被害木は健全木に比較し要素比のうち特に N/P,K/Pが高い値を示した｡
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StudiesontheChamaecyparisunderStem-IIypertrophy
(Tokku,ri-Disease)

11 0ntheMineralCompositionintheNeedles

ofTokkuri-DiseasedTrees

ByShigenaoTAKAIIASHI

LaboratoryofForestChemistry,Fac.Agric.,ShinshuUniv.

Sllmmary

l. Thispaperdealswiththedifferencesofnutrientcontentsintheneedles

betweentheabnormalover-growntrees(Tokkuri-diseasedtrees)andthenormal

grownonesofChamaecyparis(Chamaecy♪arisobiusaENDL.).

2. Threesampleswereselectedfrom both theabnormalandthenormal

growntrees(about40yearsold)respectivelyintheexperimentalforestofShinshu

university.

3. From JanuarythroughDecember,1963,thecurrentneedleswereobtained

monthlyfrom theuppermostshootsoftheeachsampletree,andanalyzedfor

mineralnutrientelements.Theexperimentalresultsaresummarizedasfollows.

a) Thenitrogencontentintheabnormalneedleswasshownhigherthanin

thenormalones,whilelowercontentofphosphoruswasobservedintheabnormal

ones.However,theremarkabledifferenceswerenotfoundinthecontentsofthe

potassium,calcium andmagnesium.

b) Asregardsthemonthlyvariationsofnutrientcontents,thenitrogenand

phosphoruscontentintheabnormalneedlesdecreasedconsplCuOuSlyfromMayto

JuneandincreasedagaininJuly,whileconsiderablechangewasnotrecognized

inbothmineralcontentsofthenormalneedles.Thepotassium contentofboth

theabnormalandthenormalneedlesdecreasedsimilarlyfrom MaytoJune.In

thecaseofcalciumandmagnesiumcontent,anyspecialvariationwasnotobserved
betweenbothneedles.

C) Asregardsthenutritiveratios,theabnormalneedlesshowedhigherN-P
andK-Pratiosthanthoseofthenormalneedles.
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